
令和6年度の事業報告書
令和6年5月1日から令和7年4月30日まで

船橋プログラミング部
　

１　事業実施の成果

令和6年度は、無料プログラミング事業、地域協働事業ともに滞り無く実施し、事業の認知拡大と新規参加者の増加に努める計画であったが、予定通り新たな利用者が入ることによって、次世代に向けた動きにつなげることができた。
主に、初期から参加している利用者が高校生として牽引していた姿を見て、中学生へのバトンタッチが出来つつある様子が見られたのは、大きな進歩である。
令和5年に開催したプレゼンテーションDAYは、令和６年については、フリースクールと連携し、レインボーフェスティバル2025として内容をバージョンアップした上で、神田外語大学での開催を予定通り行うことができた。無料プログラミング道場事業の中で育った中学生が発表会に参加できたことも予定通りに進んでいるが、小学生の発表が少なかったのは今後の課題である。
また、その他船橋プログラミング部としての社会性のある非営利地域協働事業に関しては、無償従事者と各団体の日程が合わず、実施に至らなかった。今後は従事者やボランティア等の事業参加者を増やしていく活動も必要であると検討に上がっている。
　　　
２　特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項
	事業名
	事　業　内　容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	子供向け無料
プログラミング道場事業
	子供向け無料
プログラミング道場の実施
	毎月第3日曜日
10:30-16:00
	高根木戸東町会館
	3人
	主に船橋市在住の子ども
約20人

	
	「レインボーフェスティバル2025 in Chiba」プログラミング作品の発表会に参加する。
	2026年
1/12（日）10：00～16：00
	神田外語大学
	20人
	主に船橋市・千葉市在住の子ども
約100人

	その他船橋プログラミング部としての社会性のある
非営利地域協働事業
	子ども向けイベントのライブ配信
	開催できず
	
	
	



